
新小岩駅北口周辺

中川親水護岸

区
で
も
体
系
的
に
同
大
学
と
連
携
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
平
成
２５
年
度
の
開
設
に
向
け
、
科
学
を
テ

ー
マ
と
し
た
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
を
大
学

の
区
民
開
放
施
設
内
に
整
備
す
る
の
で
、

同
大
学
の
機
能
や
特
性
を
活
か
し
た
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今
後
大
学
側
と
協
議
す
る
。

ま
た
、
本
区
の
実
態
に
合
わ
せ
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
検
討
す
る
。

※
他
の
質
問
項
目

産
学
連
携

な
ど

新
小
岩
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

問
南
北
自
由
通
路
、
北
口
駅
前
広
場
の
整
備

に
向
け
て
、
駅
周
辺
の
課
題
を
整
理
し
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
構
想
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
駅
周
辺
の
商
業
の
活
性
化
な
ど
の
課
題
を

整
理
し
、
新
小
岩
駅
周
辺
の
発
展
を
目
指

し
た
、
ま
ち
全
体
の
将
来
像
を
描
く
た
め
、

今
年
度
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を
策
定

し
て
い
く
。

問
北
口
駅
前
広
場
に
お
け
る
歩
行
者
の
動
線

や
緑
地
の
確
保
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
整
備
の
基
本
的
な
見
解

を
伺
う
。
ま
た
、
緑
地
が
全
く
な
い
状
況

は
芳
し
く
な
い
の
で
、
緑
地
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い

く
中
で
、
地
権
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
北
口
駅
前
広
場
の
再
整
備
の
検
討

を
進
め
る
。
ま
た
、
歩
行
者
の
動
線
や
緑

地
の
確
保
な
ど
、
北
口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅

前
広
場
空
間
を
創
出
し
て
い
く
。

※
他
の
質
問
項
目

新
小
岩
、
金
町
間
の
バ

ス
路
線

な
ど

区
民
の
意
見
を
区
政
に
反
映

さ
せ
る
広
聴
機
能
の
充
実
を

区
役
所
の
広
聴
機
能

問
す
ぐ
や
る
担
当
課
や
区
長
と
の
意
見
交
換

会
に
、
区
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が
寄
せ

ら
れ
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答
す
ぐ
や
る
担
当
課
の
受
付
件
数
は
１
千
６００

件
を
超
え
、
区
民
の
意
見
・
要
望
に
迅
速

に
応
え
た
と
評
価
さ
れ
た
。
意
見
交
換
会

は
、
新
小
岩
北
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
２
会

場
合
計
で
１２２
名
の
参
加
が
あ
り
、
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
、
直
接
区

民
の
声
を
伺
う
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行

い
、
こ
れ
か
ら
の
区
政
運
営
に
活
か
し
、

区
民
の
区
政
に
対
す
る
信
頼
を
深
め
て
い

く
。

問
本
区
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
加
え
、

区
民
の
声
を
聞
く
広
聴
機
能
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
組
織
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
今
後
、
区
民
の
声
を
受
け
止
め
る
窓
口
の

充
実
が
課
題
で
あ
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
円
滑
な
運
用
と
併
せ
て
、
広
聴
機
能
を

担
う
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
札
幌
市
の
広
聴
リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
参
考

に
、
本
区
で
も
新
た
な
広
聴
機
能
を
導
入

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
大
学
生
を
活
用
し
た
広
聴
リ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
東
京
理
科
大
学
と
の
事
業
連
携

の
中
で
検
討
す
る
。

金
町
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り

問
�
新
４００
号
沿
い
の
歩
道
の
整
備
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
大
学
の
開
設
に
向
け
て
、
駅
北
口
西
側
バ

ス
通
り
の
街
路
樹
・
商
店
街
灯
の
撤
去
・

移
設
や
街
路
灯
の
電
柱
共
架
化
な
ど
を
行

い
、
歩
行
空
間
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
金
町
駅
北
口
の
交
通
網
の
整
備
に
関
し
て
、

駅
や
商
店
街
の
利
用
者
の
意
見
集
約
と
そ

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
将
来
に
向
け
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
広
域

生
活
拠
点
と
す
る
た
め
の
交
通
網
の
整
備

に
関
し
、
地
元
自
治
会
や
商
店
街
な
ど
の

ほ
か
、
駅
や
商
店
街
の
利
用
者
の
意
見
集

約
を
図
り
、
都
市
基
盤
の
充
実
に
努
め
る
。

問
東
京
理
科
大
学
の
開
校
に
よ
り
、
若
い
世

代
に
と
っ
て
魅
力
的
な
街
を
作
る
た
め
、

そ
う
い
う
世
代
の
声
を
今
後
の
方
針
に
反

映
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
の
話
し
合
い
の
場
に
、

地
域
の
若
い
世
代
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

ほ
か
、
東
京
理
科
大
の
学
生
の
意
向
な
ど

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
街
づ
く
り
を
進
め
る
。

�
飾
区
議
会
公
明
党

産
学
公
連
携
と

中
川
右
岸
沿
い
の
街
づ
く
り

産
学
公
連
携

問
東
京
理
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
を
契

機
と
し
て
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
中
小
零

細
企
業
が
集
積
す
る
と
い
う
本
区
の
特
色

を
活
か
し
、
全
国
に
発
信
で
き
る
よ
う
な

産
学
公
連
携
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
東
京
理
科
大
学
が
開
学
を
迎
え
る
ま
で
の

間
、
具
体
的
な
産
学
公
連
携
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
大
学
・
区
内

産
業
界
双
方
の
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
を
十
分

把
握
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

同
時
に
、
大
学
の
教
授
や
研
究
員
な
ど
と

区
内
産
業
界
と
の
交
流
を
深
め
、
お
互
い

の
知
識
や
技
術
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
こ

と
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
専
門

家
に
よ
る
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の
分
析
や
産

業
界
の
意
向
調
査
、
町
工
場
の
見
学
や
意

見
交
換
会
な
ど
を
来
年
度
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く
。

※
他
の
質
問
項
目

共
同
研
究
・
共
同
開
発

ス
ペ
ー
ス
の
整
備

な
ど

（
仮
称
）
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

問
２
年
半
後
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え
、
今
の
時

点
で
な
ん
と
言
っ
て
も
ソ
フ
ト
面
の
取
り

組
み
が
大
事
で
あ
る
。
早
急
に
専
担
組
織

を
設
置
し
、
現
在
の
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
や
、
東
京
理
科
大
学
と
の
協
力

体
制
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
内
装
工
事
や
展
示

機
器
の
検
討
、
東
京
理
科
大
学
と
の
運
営

協
議
な
ど
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

業
務
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
で
、
今
後
、

専
担
組
織
の
設
置
を
含
め
て
、
準
備
体
制

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
人
乗
り
自
転
車

問
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
状
況
、
調
査
結
果
に

つ
い
て
と
、
調
査
結
果
か
ら
今
後
ど
の
よ

う
な
方
向
で
３
人
乗
り
自
転
車
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
か
、
伺
う
。

答
本
年
６
月
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
と
し
て
、
「
３
人
乗
り
自
転
車

に
乗
り
た
い
」
が
５１
・
７
％
。
ま
た
、
区

の
支
援
で
必
要
だ
と
思
う
こ
と
は
「
購
入

費
の
助
成
」
５８
・
２
％
、
「
レ
ン
タ
ル
」

２７
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
も
と
に
、
子
育
て
家
庭
が
利
用
し

や
す
い
制
度
を
構
築
し
、
来
年
度
に
実
施

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

知
的
障
害
者
の
卒
後
対
策

問
次
期
�
飾
区
障
害
者
施
策
推
進
計
画
の
中

に
通
所
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
位
置
づ
け
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答
障
害
者
通
所
施
設
を
整
備
す
る
社
会
福
祉

法
人
を
支
援
す
る
な
ど
、
必
要
な
対
応
策

に
つ
い
て
、
来
年
度
、
本
区
の
新
た
な
障

害
者
施
策
推
進
計
画
を
策
定
す
る
中
で
検

討
し
て
い
く
。

中
川
右
岸
沿
い
の
街
づ
く
り

問
青
戸
二
丁
目
か
ら
立
石
八
丁
目
付
近
の
中

川
堤
防
の
耐
震
化
工
事
に
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
る
親
水
護
岸
に
つ
い
て
、
い
つ
ご
ろ
整

備
さ
れ
る
見
通
し
な
の
か
。

答
上
平
井
水
門
か
ら
高
砂
橋
間
の
中
川
堤
防

の
護
岸
は
、
平
成
１９
年
度
工
事
に
着
手
し
、

本
年
７
月
、
上
平
井
橋
か
ら
平
和
橋
ま
で

の
左
岸
に
つ
い
て
、
耐
震
化
に
あ
わ
せ
て

進
め
て
い
た
テ
ラ
ス
整
備
が
完
了
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
上
平
井
水
門
か
ら
上
流
部

へ
進
め
、
工
事
着
手
か
ら
完
成
ま
で
１０
年

程
度
を
要
す
る
。
青
戸
二
丁
目
か
ら
立
石

八
丁
目
付
近
の
整
備
は
、
平
成
２７
年
度
か

ら
２８
年
度
が
想
定
さ
れ
る
。

問
青
砥
駅
と
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
青

戸
病
院
間
の
連
絡
バ
ス
運
行
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
青
戸
病
院
の
建
替
え
を
契
機
に
、
青
砥
駅

か
ら
病
院
へ
の
小
型
バ
ス
を
利
用
し
た
バ

ス
路
線
導
入
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
青
戸
七
丁
目
地
区
の
集
合
住
宅
建

設
工
事
が
新
病
院
建
設
と
併
せ
て
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
周
辺
地
域
に
お
い
て

工
事
車
両
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
つ
い

て
は
、
病
院
側
の
仮
設
バ
ス
待
機
所
や
転

回
広
場
の
確
保
、
ル
ー
ト
途
中
の
バ
ス
停

の
選
定
な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
関
係
者

と
協
議
を
進
め
早
期
の
運
行
を
目
指
す
。

※
他
の
質
問
項
目

中
川
大
橋
脇
堤
防
の

「
水
防
上
注
意
を
要
す
る
箇
所
」
改
善
工

事

な
ど

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
計
画
と

金
町
駅
周
辺
の
街
づ
く
り

児
童
虐
待

問
来
年
度
開
設
予
定
の
「
子
ど
も
総
合
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
障
害
、

家
庭
環
境
な
ど
の
情
報
を
統
一
し
て
管
理

す
る
な
ど
、
虐
待
に
い
た
る
要
素
、
芽
を

事
前
に
摘
ん
で
い
く
場
と
し
て
大
い
に
期

待
す
る
。
「
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の

具
体
的
な
対
応
策
を
伺
う
。

答
児
童
虐
待
の
防
止
や
障
害
乳
幼
児
の
早
期

発
見
な
ど
、
妊
娠
、
出
産
か
ら
乳
幼
児
ま

で
福
祉
と
保
健
が
一
体
と
な
っ
た（
仮
称
）

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
を
来
年
度
に
開
設

予
定
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
幼

児
健
診
時
や
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
」
で
の
産
後
う
つ
、
育
児
不
安
の
発
見
、

相
談
や
家
庭
状
況
の
把
握
、
子
育
て
ひ
ろ

ば
事
業
の
中
で
気
に
な
る
親
子
の
発
見
な

ど
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談
体
制
を

確
立
し
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
努
め
る
。

※
他
の
質
問
項
目

児
童
相
談
所
の
都
か
ら

区
へ
の
移
管

な
ど

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
計
画

問
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
計
画
に
つ
い
て
、
現

在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展
開
と
「
教
育

の
情
報
化
」
に
よ
り
、
本
区
で
期
待
さ
れ

る
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
年
度
中
に
は
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
敷
設
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
設
置
を
終
え
、
す
べ
て
の

普
通
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
ま
た
、
教
員
１
人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
導
入
し
て
「
�
飾
区
学
校
教
育
総

合
シ
ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
今

後
は
、
普
通
教
室
で
の
児
童
生
徒
用
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
、
電
子
黒
板
の
整
備

を
進
め
る
。
「
教
育
の
情
報
化
」
に
よ
る

効
果
は
、
「
情
報
活
用
能
力
」
の
育
成
が

図
れ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
校
務
事
務

の
効
率
化
」
に
よ
り
教
員
が
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
う
時
間
の
増
加
な
ど
を
期
待
し

て
い
る
。

※
他
の
質
問
項
目

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
推
進
事
業

な
ど

京
成
金
町
線
の
利
便
性
拡
大
と
京
成
本
線

の
鉄
道
立
体
化

問
高
砂
駅
の
金
町
線
ホ
ー
ム
が
高
架
化
さ
れ

た
が
、
現
在
の
利
用
状
況
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
京
成
本
線

が
立
体
化
さ
れ
た
際
に
は
高
砂
駅
舎
の
構

造
は
改
善
さ
れ
る
か
伺
う
。

答
金
町
線
高
架
化
工
事
は
、
高
砂
駅
付
近
の

「
開
か
ず
の
踏
切
」
を
こ
れ
以
上
悪
化
さ

せ
な
い
た
め
、
当
面
の
対
策
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
町
線
と

本
線
を
乗
り
継
ぐ
必
要
が
あ
る
利
用
者
は

一
回
改
札
を
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
不
便

が
あ
る
。
一
方
で
、
本
線
と
の
分
離
に
よ

り
平
日
９
本
、
休
日
１０
本
の
増
便
と
な
り

利
便
性
の
向
上
も
図
ら
れ
た
。
駅
構
造
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
鉄
道
立
体
化
の
際
に
、

全
面
的
な
改
築
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

※
他
の
質
問
項
目

京
成
本
線
の
高
架
化
の

早
期
実
現

な
ど

金
町
駅
周
辺
の
街
づ
く
り

問
金
町
六
丁
目
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事

詳しい内容は、会議録（１１月下旬発行予定）をご覧ください。会議録は、区議会
公式サイトや区政情報コーナー（区役所３階）、図書館などでご覧になれます。区政を聞く 一般質問（要旨）
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